
・・20032003年に改正された倒産法が適切年に改正された倒産法が適切
に運用されるよう倒産法の解説書をに運用されるよう倒産法の解説書を
作成する。作成する。

・当該解説書を通して，倒産実務に関・当該解説書を通して，倒産実務に関
わる人の倒産法の理解が進む。わる人の倒産法の理解が進む。
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１．作成フェーズ（１．作成フェーズ（20042004年年1010月～月～20072007年年11月）月）

・ロシア語版草案の協議・推敲・ロシア語版草案の協議・推敲

２．普及フェーズ（２．普及フェーズ（20072007年年44月～月～20072007年年1010月）月）

・ロシア語版の配布・ロシア語版の配布

・ウズベク語版・日本語版・英語版の作成・ウズベク語版・日本語版・英語版の作成

・発刊プレゼンテーション・発刊プレゼンテーション

・地方セミナー・地方セミナー

１．１．対象対象：広範囲関係者への配布：広範囲関係者への配布

２．２．範囲範囲：地方への普及：地方への普及

３．３．対象・範囲対象・範囲：多言語での出版：多言語での出版

４．４．主体主体：相手国・日本：相手国・日本
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・民間セクター（企業，銀行，弁護士等）・民間セクター（企業，銀行，弁護士等）

・普及活動の対象とカウンターパート機・普及活動の対象とカウンターパート機
関の乖離関の乖離

・中央と地方の情報格差・中央と地方の情報格差

・地方での情報入手方法・地方での情報入手方法

書籍・現地セミナー書籍・現地セミナー
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・ウズベク語：国内普及用・ウズベク語：国内普及用

・ロシア語：国内普及用・ロシア語：国内普及用

CISCIS諸国企業向け諸国企業向け

・英語：外資企業向け・英語：外資企業向け

・相手国側の自主的な普及・相手国側の自主的な普及

・日本側も関与しての普及・日本側も関与しての普及
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・相手国側の法整備経験の有無・相手国側の法整備経験の有無

人材・ノウハウ・予算人材・ノウハウ・予算

・特定法令についての支援か特定・特定法令についての支援か特定
機関に対する機関か機関に対する機関か

普及対象とカウンターパート普及対象とカウンターパート
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「ウズベキスタン倒産法注釈書プロジェクト」について 
 

元 JICA ウズベキスタン長期派遣専門家 松嶋希会 

 

 
第１ プロジェクト概要 

 

１ 実施形態等 

① 形態 JICA 技術協力プロジェクトとして実施 

② 期間 実質的な実施期間：2004 年 10 月～2007 年 10 月 

      （RD 上の実施期間：2005 年 11 月～2007 年 9 月） 

③ 目標 倒産法が適切に運用されるよう注釈書を作成し，注釈書を通して倒産法

の運用が改善される。 

 

２ 日本側協力機関 

① 法務省法務総合研究所国際協力部 

② 倒産法注釈書作成支援作業部会（JICA より委嘱を受けた法律専門家 6 名） 

③ 長期派遣専門家（当職，2006 年 4 月～2007 年 10 月） 

 

３ ウズベキスタン共和国側協力機関 

① ウ国最高経済裁判所（カウンターパート） 

② ウ国非独占化国家委員会（倒産事件を管轄する国家機関） 

③ 作業部会（執筆者 10 名，裁判官，非独占化国家委員会職員，弁護士等） 

 

第２ ウズベキスタン共和国倒産法 

 

1991 年 8 月 ソ連邦解体・ウズベキスタン共和国独立 

1994 年 5 月 倒産法成立（35 条）  

CIS 諸国間でモデル法を策定し，モデル法を基に各国が倒産法を制定 

1998 年 8 月 倒産法改正（133 条） 

2003 年 4 月 倒産法改正（192 条） 

 TASIC 等が改正を支援し，日本は全く関与せず 

 

第３ 活動の経緯 

 

2004 年 7 月：JICA とウ国最高経済裁判所との間で，プロジェクト実施の合意 

 

2004 年 10 月：注釈書草案についての協議を開始 

ウ国側の倒産法専門家（作業部会メンバー）が執筆した草案に対し，日

本側作業部会がコメントを付し，草案を推敲 

2006 年 12 月まで，直接協議を日本で 8 回，ウズベキスタンで 4 回実施 

 

2005 年 11 月：JICA とウ国最高経済裁判所の間で，プロジェクト RD を締結 

 

2006 年 4 月：JICA 長期派遣専門家を派遣 

 

2007 年 2 月：注釈書ロシア語版草案が完成 
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2007 年 3 月：注釈書ロシア語版 3000 部を発刊 

関係機関に無償配布 

配布先については，「ウズベキスタン倒産法注釈書プロジェクト配布資料 2」を参照 

 

2007 年 6 月：タシュケントにおいて注釈書発刊プレゼンテーションを開催 

 

2007 年 7 月：ウズベキスタンの地方 4 箇所においてセミナーを開催 

 

2007 年 9 月：大阪においてプロジェクトに関するセミナーを開催 

 

2007 年 10 月：注釈書ウズベク語版 4000 部，及び，日本語版 400 部を発刊 

プロジェクト終了 

 

2007 年 12 月：テルメズ市においてセミナー（JICA が支援） 

 

・本プロジェクトの概要は，以下の法務省のウェブページにおいて紹介されている。 

http://www.moj.go.jp/HOUSO/houkoku/uzproject_1.html 

 

第４ 注釈書 

 

逐条に解説を付し，巻末には，各倒産手続のフローチャート及び関連法令を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今年度中に注釈書英語版も発刊予定（400 部程度を予定） 

・ 注釈書電子データ（ロシア語，ウズベク語，日本語及び英語（予定））は，以下の法

務省のウェブページからダウンロードできる。 

http://www.moj.go.jp/HOUSO/houkoku/index.html 

 

 

  

  

倒産法注釈書：ロシア語版

2007 年 3 月発刊 

A5 版青色ハードカバー 

全 608 ページ，3,000 部発刊 

倒産法注釈書：ウズベク語版 

2007 年 10 月発刊 

A5 版緑色ハードカバー 

全 640 ページ，4,000 部発刊 

倒産法注釈書：日本語版 

2007 年 10 月発刊 

A4 版白色ソフトカバー 

全 313 ページ，400 部発刊 
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ウズベキスタン倒産法注釈書プロジェクト配布資料２
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